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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

①河川環境整備につながる目安として設定した。

②地域防災力の向上(ソフト対策)につながる目安として設定した。

①諏訪湖に係る水質浄化工法について、水草刈取船を導入し効率的に実施できたことから目標の水草除去量を達成すること
ができた。

②水位計及び河川監視カメラについて、情報基盤整備事業等を活用し、目標数の設置をすることができた。
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512t

H30年度

154箇所

【現　　状】

【目指す姿】

【実施内容】

○近年頻発する豪雨で毎年水害が発生する一方で河川整備率が40%未満で横ばい状態である現状を踏まえ、ハー
ド・ソフト両面から総合的な減災対策を進めていく必要がある。
○厳しい財政状況の下、長期的視点に立った維持管理により、既存の社会資本の有効活用を進める必要があ
る。

○水害が起こった際に被害を最小限に抑えるため、ソフト整備により地域防災力の向上を目指す。
○豊かな自然と美しい景観あふれるまち・むらづくりを目指すため、未来を見据えた社会ストックの有効活用
を図るとともに、豊かな自然環境の保全を図る。
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13,325,582
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８つの重点目標

4-1 県土の強靭化 4-5 地球環境への貢献

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

kasen@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

事業番号 11 05 02 事業改善シート （令和２年度実施事業分）

事　業　名 良好な河川環境の保全・創出に取り組む事業
部局

実施期間 M14

建設部 課・室 河川課

課　　題　　等 今後の方向性

57.85 57.85職員数（人）

成果指標
設定理由

①諏訪湖に係る水質浄化工法を実施するうえで必要な予算を十
分確保すること。また、水草除去による効果の検証が課題。

①モニタリング調査を継続実施していくとともに、第7期諏
訪湖水質保全計画に位置づけられた覆砂を実施していくこ
とで、諏訪湖の水質改善に寄与していく。

 決　算　額（B）

②設置した水位計やカメラの運用を行いながら、効率的に危機
感を伝える検討が必要。

②市町村等の要望を聞く中で検討を進める。

490箇所

510t

6,548,8716,177,813

うち一般財源 494,023 745,076

合計（A)

達成

510t

449箇所 490箇所

達成状況
の分析

主な取組

①水質浄化対策
・覆砂を実施し、湖底から溶出する物質の直上水への拡散を
抑制するとともに、ヒシ繁茂の抑制や二枚貝の生育場の創出
を図る。

②危機管理型水位計・河川監視カメラ
・身近な河川の状況をリアルタイムに提供できる危機管理型

水位計と河川監視カメラを整備することで、住民の迅速な避難につなげる。

③河川愛護活動
・県管理河川において地域住民等が組織した団体が行う草
刈や掃除などの自発的な活動を支援

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか
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危機管理型水位計及びカ
メラの設置

諏訪湖における水草刈取
り船によるヒシ除去量1 達成

↗
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諏訪湖のヒシ刈り

ヒシ刈取り前水草刈取船

危機管理型水位計の設置河川清掃



直接 県が管理する17ダムにおける維持管理を行った。

4 河川調査費 直接
河川整備計画策定に向けた河川の河道計画策定、それに付随する調査
及び新規事業化に向けて必要となる事前調査を実施した。

2 河川一般管理費 直接
河道及び河川管理施設の管理、岩石及び砂利採取に係る事業者等への
指導を実施した。

3 諏訪湖等管理費 直接
諏訪湖釜口水門及び浅川排水機場ほか県管理の樋門、水門等の保守点
検業務を実施した。

細事業
No.

No.

1

2

実施
方法

細事業を構成する主な取組

河川環境整備費

県単河川環境改善費

1

建設部 課・室 河川課

細事業
No.

部局事　業　名 良好な河川環境の保全・創出に取り組む事業

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 11 05 02 細事業一覧 （令和２年度実施事業分）

Ｒ１年度

決　算

Ｒ２年度

決　算

県内一円において、河川区域内の草木除去等を実施した。

Ｒ１年度 Ｒ２年度

決　算 決　算
細事業名

千円
河川環境事業費

直接

342,225 339,240

千円

直接

令和２年度　実施内容（実績）

諏訪湖(岡谷市、諏訪市、下諏訪町)において、覆砂工、環境調査等を
実施。また、諏訪湖への流入河川において植生水路工を実施した。

6 水防管理費 直接
雨量・河川水位情報等を監視する、観測、通信及びシステムの日常保
守管理や修繕等を実施した。

7 総合流域防災費 直接

2
5,835,587 6,209,631

千円 千円
河川管理事業費

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1
治水・利水対策推進事業
費

直接 流域協議会等(砥川)の開催を工事しゅん工にあわせて実施予定。

危機管理型水位計の整備を実施した。(20箇所)
簡易型河川監視カメラの整備を実施した。(21箇所)

5 ダム管理費


